
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

み～な

平成27年12月定例会
2016 年2月1日 発 行
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埼玉県皆野町議会

P.2

P.5

P.8

町に聞きました

 ５名の議員が一般質問

委員会からの報告

12月定例会

 「議会はここに注目！」
 水と緑のふれあい館、指定管理者に 「秩父高原牧場から望む

　　　　　　スカイツリー」
撮影場所は、県営牧場モーモーハウス
駐車場付近。直線距離で約80㎞先に、
高さ634メートルのスカイツ
リーを見ることができます。見
えるのはその日の天候次第で
す。
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 平成 27年　第４回（12月）定例会

　
皆
野
町
議
会
第
４
回
定
例
会
は
12
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案
７
件
、
請
願
１
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
審
議
し
ま

し
た
。（
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
５
名
が
行
い
、特
に
「
三
沢
小
学
校
統
合
問
題
」
に
つ
い
て
、

４
名
の
議
員
が
質
問
し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

12
月
定
例
会
　「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

可
決

『「
国
際
平
和
支
援
法
案
」「
平
和
安
全

法
整
備
法
案
」の
慎
重
審
議
を
求
め

る
意
見
書
』
の
提
出
を
求
め
る
請
願

不
採
択

請願とは、憲法第16条で認め
られた国民の権利で、国や地方
自治体に意見や要望を述べるこ
とができる制度です。町議会に
提出する場合は、議員の紹介が
必要となり、提出された請願は、
所管する常任委員会等で審査し、
本会議で採択か不採択かを決定
します。

付
託
を
受
け
た
総
務
教
育

厚
生
常
任
委
員
会
の
意
見

　

今
回
の
請
願
は
「
慎
重
審
議
を

求
め
る
」と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

法
案
は
既
に
可
決
し
て
お
り
意
見

書
を
出
す
意
味
が
な
く
な
っ
て
い

る
。

　

請
願
者
の
意
思
を
尊
重
す
る
に

は
即
本
会
議
に
か
け
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
議
会
運
営
委
員
会
と
と

も
に
大
き
な
反
省
点
で
は
な
い

か
。

可
決

水と緑のふれあい館
設置及び管理に関する条例の
全部改正

内容は

み～な
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こ
の
条
例
の
改
正
は

　

水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
を
指
定

管
理
者
に
管
理
さ
せ
る
た
め
の
全

部
改
正
で
す
。
な
お
、
施
行
は
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

 

議
員
の
質
疑
を

 

集
約
す
る
と

　

趣
旨
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
問

題
な
い
が
、
今
後
の
「
ふ
れ
あ
い

館
」
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い

く
の
か
、
と
い
う
疑
問
点
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
か
の
民

間
温
泉
施
設
に
比
べ
て
低
料
金
の

た
め
、
利
用
者
も
そ
れ
な
り
に
い

る
よ
う
で
あ
り
、
存
続
を
求
め
る

こ
の
条
例
の
制
定
は

　

皆
野
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
（
提
出
者 

内
海
勝
男
議
員
、

賛
成
者 

林　

豊
・
新
井
康
夫
・

新
井
達
男
・
常
山
知
子
・
小
杉
修

一
議
員
）
が
発
議
案
第
１
号
と
し

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
現
在
の
「
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
会
」
を
「
広
報

常
任
委
員
会
」と
名
称
を
変
更
し
、

正
式
な
常
任
委
員
会
と
し
て
条
例

化
す
る
も
の
で
す
。審
議
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
委
員
会
活
動
費
も
保
証

さ
れ
、
研
修
会
へ
の
参
加
や
先
進

地
視
察
な
ど
「
議
会
だ
よ
り
」
の

内
容
充
実
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
正
条
例
は
、
平

成
28
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

声
も
あ
り
ま
す
。
町
長
も
答
弁
で

述
べ
た
よ
う
に
年
間
１
千
万
円
ほ

ど
の
「
持
ち
出
し
」
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。
施
設
の
老
朽
化
も
進

ん
で
お
り
、
た
び
た
び
の
修
繕
費

等
も
か
な
り
の
額
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
今
議
会
の
補
正
予
算
で

も
ボ
イ
ラ
ー
の
修
理
費
と
し
て
９

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
町
と
し
て
は
指
定
管
理
者
に

任
せ
て
人
件
費
を
削
減
し
、
存
続

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。
経

費
割
れ
を
町
が
補
填
す
る
よ
う
な

こ
と
で
は
、
本
末
転
倒
で
あ
る
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
各

市
町
村
の
出
資
法
人
や
公
共

団
体
等
に
限
ら
れ
て
い
た
公

の
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、民
間
の
能
力
を
活
用
し
、

民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

団
体
で
も
管
理
運
営
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

区分 利用 摘要

入館
中学生以上 700 円

小学生 400 円

個室 1時間当たり1000 円

利用料金は下記の金額を上限として
指定管理者が設定できます

議
員
発
議
案
が
可
決　

「
広
報
常
任
委
員
会
」発
足

内容は

定
ていれいかい
例会とは
町
まちぎかい
議会には、定

ていれいかい
例会と臨

りんじかい
時会があります。定

ていれいかい
例会は町

まち
の条
じょうれい
例にもとづき、毎

まいとし
年

3月・6月・9月・12月の 4回開
ひら
かれます。そのほか必

ひつよう
要に応

おう
じて臨

りんじかい
時会が

開
ひら
かれます。

み～な

み～な

議会だよりは皆野町議会の単
独発行。議員が、企画・取材・
原稿の執筆・依頼・割付等、
一連の作業を行っています。
議会活動や審議経過を皆さん
にわかりやすくお伝えするた
め、1号につき2回の編集委
員会で内容を検討しています。
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 平成 27年　第１回臨時会　第４回（12月）定例会

平成27年第１回臨時会（11/20）で審議された議案 審議結果

水槽付消防ポンプ自動車［水Ⅰ－Ａ型］購入契約の締結について 原 案 可 決

小型動力消防ポンプ付普通積載車購入契約の締結について 原 案 可 決

小型動力消防ポンプ付小型デッキバン積載車購入契約の締結について 原 案 可 決

平成27年第４回定例会（12/17）で審議された議案 審議結果

皆野町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町税条例等の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町水と緑のふれあい館設置及び管理に関する条例の全部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野・長瀞上下水道組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について 原 案 可 決

皆野・長瀞上下水道組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について 原 案 可 決

平成 27年度皆野町一般会計補正予算（第 3号） 原 案 可 決

平成 27年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第 2号） 原 案 可 決

『「国際平和支援法案」「平和安全法整備法案」の慎重審議を求める意見書』の提出
を求める請願

不 採 択

皆野町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

町
長
提
出
議
案

町

長

提

出

議

案

　11 月 20 日、第１回皆野町議会臨時会が行われました。町長提出議
案３件とも、皆野町消防団の消防車輌更新に係る購入契約の締結です。
（審議結果は下の議案一覧をごらんください）

請
願
・
発
議

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

12
月
定
例
会
　「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

①消防団第１分団２部
　「水槽付消防ポンプ自動車　水１ーＡ型」
　　契約金額　2408 万４千円

②消防団第４分団
　「小型動力消防ポンプ付普通積載車」
　　契約金額　1096 万 5456 円

③消防団第４分団
　「小型動力消防ポンプ付小型デッキバン積載車」
　　契約金額　647 万 8164 円

平成 27 年第１回皆野町議会臨時会

　11月 20 日、第１回皆野町議会臨時会が行われました。町長提出議　11 月 20 日、第１回皆野町議会臨時会が行われました。町長提出議
臨  時

  会      

報  告

可
決

臨
りんじかい
時会とは

定
ていれいかい
例会とは別

べつ
に必
ひつよう
要がある場

ばあい
合において、その事

じあん
案に限

かぎ
り招
しょうしゅう
集されるものです。
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お
い
し
い「
み
〜
な
干
し
い
も
」に

つ
い
て

小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

駒
形
区
の
町
道
皆
野
94
号

線
は
今
年
度
で
全
般
の
改

良
工
事
が
終
わ
る
よ
う
で
す
が
、

も
は
や
今
の
狭
い
ま
ま
の
踏
切
で

は
危
険
で
す
。
い
よ
い
よ
踏
切
の

拡
幅
を
実
現
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
通
し
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

た
い
。

先
般
、
秩
父
鉄
道
と
の
協

議
を
始
め
て
お
り
、
早
期

の
実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま

す
。

先
月
開
催
さ
れ
た
第
２
回

「
み
な
の
横
丁
」
は
大
変
盛

り
上
が
り
、
今
後
は
年
３
回
、
春
・

夏
・
晩
秋
で
開
催
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
声
が
あ
る
の
で
す
が
い

か
が
で
す
か
。

商
工
会
の
各
商
店
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
町
も
援
助

し
、
平
成
27
年
２
月
と
11
月
の
２

回
開
催
し
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
方
向
で
商
工

会
と
も
相
談
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
お

店
に
出
店
し
て
も
ら
い
、
３
回
の

う
ち
１
回
は
親
鼻
方
面
で
で
き
た

ら
い
い
の
で
は
と
も
考
え
ま
す
。

結
構
な
提
案
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
親
鼻
に
も
い
い

場
所
が
あ
る
の
で
、
協
力
で
き
る

よ
う
に
相
談
し
て
頑
張
っ
て
み
ま

す
。

　

次
に
、
今
春
た
く
さ
ん
植
え
つ

け
ら
れ
た
「
み
〜
な
干
し
い
も
」

の
芋
は
無
事
収
穫
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
今
年
度
の
販
売
計
画
を
伺

い
ま
す
。昨

年
の
４
倍
強
ほ
ど
収
穫

で
き
ま
し
た
。
こ
と
し
は

「
道
の
駅
」
等
の
昨
年
の
販
売
所

に
加
え
、「
ヤ
マ
ブ
商
店
」「
満
願

の
湯
」「
い
こ
い
の
村
美
の
山
」

で
も
販
売
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
販
売
店
を
今
後
も
増
や
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
ま
す
。

小杉修一 議員
  1.「みなの横丁」の発展に向けて
  2. 町道皆野94号線の踏切拡幅整備  
   について
  3. おいしい「み～な干しいも」につ  
   いて

常山知子 議員
  1. 皆野町にあった公共交通を進める  
   ために
  2. 三沢小学校統合について  

林　　豊  議員
    1. 教育長の所信表明
    2. 三沢小学校統合について
    3. 土砂災害特別警戒区域　警戒区域の 
     指定とその対応について

 新井康夫議員
    1. 三沢小学校の統合について
    2. 糖尿病の簡易検査実施について
    3. 有害鳥獣の対策について

内海勝男 議員
    1. 三沢小学校統合問題と教育行政について
    2. 第 5 次総合振興計画について

　12月定例会では、町民を代表して５名の議員が質問を行いました

一 般 質 問 項 目 全13項目

み～な

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具

ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

しさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言

も含
ふく
めて町

まちしっこうがわ
執行側に考

かんが
えを聞

き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて

聞
き
きます」ということを記

しる
した「一

いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

12
月
定
例
会
　「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

教
育
長
の
所
信
・
表
彰
に
つ
い
て

豊
田
新
教
育
長
に
、
今
後
の

町
の
教
育
に
つ
い
て
意
見
を

伺
い
た
い
。

教
育
の
中
心
は
子
供
た
ち
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た

い
。
具
体
的
に
は
学
力
向
上
を
図
り
、

語
学
教
育
を
低
学
年
か
ら
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

登
下
校
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
表
彰

を
考
え
て
は
と
の
意
見
が
あ
る
が
。

各
学
校
長
か
ら
感
謝
状
を
出
す

よ
う
に
し
て
い
る
が
、
実
態
を

調
査
し
て
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

【
要
望
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
長
い
間
見

守
り
を
続
け
ら
れ
て
い
る
方
に
は
、
何

も
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
声
も
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
実
情
を
精
査
し
て
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
沢
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

な
ぜ
統
合
を
す
る
の
か
。
な

ぜ
29
年
４
月
な
の
か
。
統
合

に
関
す
る
通
学
等
は
ど
う
す
る
の
か
。

三
沢
小
の
統
合
計
画
は
取
り

下
げ
ま
す
。
よ
っ
て
、
統
合
に

関
す
る
多
く
の
課
題
は
な
く
な
っ
た
も

の
と
考
え
ま
す
。

【
要
望
】
小
学
校
の
統
合
は
15
年
以
上
も

前
の
「
答
申
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
統
合

問
題
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
全

町
的
に
多
く
の
町
民
の
声
を
よ
く
聞
い

て
、
そ
の
目
的
、
そ
の
後
の
対
策
等
を

じ
っ
く
り
と
話
し
合
う
よ
う
要
望
す
る
。

土
砂
災
害
警
戒
地
域
の
指
定

と
対
策
に
つ
い
て

今
年
度
、
県
土
整
備
事
務
所

に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
等
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
町
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
対
策

は
。

莫
大
な
予
算
の
か
か
る
事
業

な
の
で
、
町
の
分
も
簡
単
で
は

な
い
が
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
は
対
応

を
し
て
い
る
。

【
要
望
】
県
に
対
し
て
具
体
的
な
対
策

を
強
く
要
請
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

林は
や
し　

豊ゆ
た
か 

議
員
が
問
う

町
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子 

議
員
が
問
う

三
沢
小
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

三
沢
小
学
校
の
統
合
は
、

保
護
者
・
地
域
の
人
た
ち

に
と
っ
て
突
然
の
話
で
し
た
。

　

三
沢
小
統
合
に
向
け
て
作
成
し

た
計
画
案
は
白
紙
に
戻
し
、
保
護

者
・
地
域
の
声
を
聞
く
こ
と
が
大

事
で
す
。
そ
の
考
え
は
。

（
町
長
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
保

護
者
・
区
長
会
・
後
援
会
と

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
が
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
の
統
合
案
は
「
唐
突
す

ぎ
る
」「
無
理
や
り
進
め
る
べ
き
で

な
い
」「
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
」
な
ど
の
意
見
で
し
た
。
三
団

体
の
意
見
を
尊
重
し
、
統
合
の
計
画

案
は
取
り
下
げ
ま
す
。

（
教
育
長
）
保
護
者
・
地
域
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
状
況
の
中
で
統

合
を
進
め
る
の
は
難
し
く
、
計
画
案

を
撤
回
し
ま
す
。

地
域
を
元
気
に
す
る
振
興

策
を
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
の
人
口
減
少
に
歯
ど
め
を

か
け
る
た
め
、
皆
野
町
の
総

合
戦
略
の
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ

の
中
で
将
来
の
活
性
化
対
策
、
具
体

的
な
仕
事
づ
く
り
、
人
の
流
れ
、
出

産
、
子
育
て
な
ど
の
町
づ
く
り
を
計

画
し
て
い
き
ま
す
。

皆
野
町
に
あ
っ
た
公
共
交
通

を
進
め
る
た
め
に

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
の
年

齢
制
限
、
負
担
金
額
の
見

直
し
、
ま
た
、
皆
野
町
に
あ
っ
た

使
い
や
す
い
公
共
交
通
を
進
め
る

た
め
に
、
地
域
懇
談
会
な
ど
を
開

催
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
と
し
見
直
し
を
行
っ
た
ば

か
り
で
、
新
た
に
見
直
し
や

意
見
を
聞
く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

便利な公共交通を



平
成
28
年
2
月
１
日
発
行

7

こ
の
件
に
つ
い
て
は
町

長
・
教
育
長
か
ら
計
画
の

撤
回
・
取
り
下
げ
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
議
会
質
問
の
締
め
切
り

は
11
月
30
日
で
あ
っ
た
た
め
、
時

間
差
が
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の

流
れ
を
検
証
す
る
意
味
も
あ
り
質

問
し
ま
す
。

　

三
沢
小
の
統
合
計
画
案
は
「
始

め
に
統
合
あ
り
き
」
と
な
っ
て
い

る
。
文
科
省
の
手
引
で
は
統
合
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
①
保
護
者
・

住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
計
画
②

小
規
模
校
を
残
す
選
択
も
尊
重
す

る
と
あ
り
ま
す
。
小
規
模
校
を
残

す
選
択
も
、
統
合
計
画
案
の
判
断

基
準
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

（
教
育
長
）
３
回
の
意
見
交

換
会
に
お
い
て
賛
成
意
見
は

な
く
、
多
く
の
反
対
意
見
や
質
問
が

出
ま
し
た
。
関
係
者
の
意
見
と
地
域

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
１
月

以
降
の
計
画
を
撤
回
し
た
い
。

な
ぜ
小
規
模
校
を
残
す
選

択
案
も
提
示
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
か
。

（
教
育
長
）
９
月
着
任
時
の

引
き
継
ぎ
に
平
成
29
年
４
月

統
合
と
あ
り
、
町
長
も
29
年
４
月
統

合
と
会
議
で
発
言
、
ま
た
議
会
で
推

進
の
質
問
等
を
踏
ま
え
て
の
計
画
策

定
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
が

あ
ま
り
に
性
急
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
心
か
ら
お
わ
び
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
小
規
模
校
を
残
す
選
択
を

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

11
月
20
日
、
三
沢
小
学
校

を
平
成
29
年
４
月
か
ら
皆

野
小
学
校
に
統
合
す
る
計
画
案
が

突
然
保
護
者
に
示
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
保
護
者
会
や
後
援
会
長
、
三

沢
地
区
行
政
区
長
の
連
名
で
「
三

沢
小
の
存
続
を
求
め
る
要
望
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
沢
小

は
今
後
６
〜
７
年
間
30
人
台
で
の

児
童
数
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
意
向
を
十
分
把

握
せ
ず
進
め
た
「
計
画
案
」
は
全

面
撤
回
し
「
存
続
」
を
明
言
す
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

保
護
者
会
等
の
意
見
・
要
望

を
尊
重
し
「
計
画
案
」
は
取

り
下
げ
ま
す
。
今
後
は
、
小
規
模
校

の
よ
さ
を
大
切
に
し
た
教
育
を
進
め

る
中
で
、
保
護
者
会
等
と
の
合
意
形

成
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

統
合
の
目
的
と
し
て
「
一

定
の
規
模
、
集
団
の
中
で

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
通
じ
資
質

や
能
力
を
伸
ば
す
」
こ
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
が
「
一
定
の
規
模

と
は
、
切
磋
琢
磨
す
る
に
は
何
人

く
ら
い
か
」
具
体
的
に
示
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
「
児
童
数
が
少

な
く
な
る
と
、
競
争
と
い
う
原
理

が
働
か
ず
学
力
の
低
下
に
つ
な
が

る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
少
規

模
校
出
身
の
生
徒
が
見
劣
り
し
て

い
る
の
か
。
皆
野
中
に
お
け
る
検

証
結
果
に
つ
い
て
。
教
育
長
に
お

聞
き
し
た
い
。

私
は
、
３
人
以
上
が
集
団
と

考
え
て
い
ま
す
。
出
身
校
別

の
学
力
デ
ー
タ
は
手
元
に
は
な
い
し
、

そ
う
い
う
数
値
は
出
し
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
調
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
要
望
】
複
式
学
級
の
解
消
に
向
け
た

支
援
策
の
強
化
・
充
実
に
力
を
注
い

で
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
通
学
の
安

全
面
か
ら
上
三
沢
地
区
児
童
の
バ
ス

通
学
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
た
い
。

内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男 

議
員
が
問
う

町
長
＝
計
画
案
は
取
り
下
げ

　
小
規
模
校
の
よ
さ
を
大
切
に
し
た
い

新あ
ら
い
や
す
お

井
康
夫 

議
員
が
問
う

三
沢
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
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傍聴、お待ちしています

　委員長 常山知子　副委員長 内海勝男
　委　員 林　 豊・新井達男・大澤金作・小杉修一

議会だより編集委員会 「私たちが編集しています！」

会津美里町議会
地区別意見交換会を毎年実施

議会運営委員会
委員長  内海勝男

　10月23日に福島県の西部に位置する会津美里町
の「議会活性化の取り組み」について、議員全員に
よる行政視察を行いました。
　会津美里町議会は議会基本条例を２年前に制定し
「町民の多様な意見を把握し行政に反映させるため、
町民参加の機会の確保に努める」ことを基本に地区
別意見交換会を毎年１回実施しています。
　出された意見等は、広報広聴常任委員会で取りま
とめを行い、議会として執行部に提言したり、また必
要に応じて課題別に各常任委員会で調査・検討した
結果を議会だよりで町民に報告しています。このよう
に広報広聴常任委員会が中心となって、町民の意見
を吸い上げ行政に反映させています。こうした議会と
町民が一体となった先進的な議会でありました。議
会基本条例の制定について「問題は策定することよ
りも、どう運
用するかが大
切です」とい
う会津美里町
議会運営委員
長の言葉が大
変印象的でし
た。

第
16号

山形県高畠町
食育と有機農業・有害鳥獣対策を視察

総務教育厚生常任委員会
委員長  林　　豊

産業建設常任委員会
委員長  大澤金作

　10 月22 日・23 日に他委員会と合同で、山形県高畠町
の「食育」「有機農業」「有害鳥獣対策」について研修
を行いました。
　高畠町は米どころでもあり、野菜等の生産も盛んで、
地産地消の推進も積極的に取り組むなど、町も食育につ
いてもいろいろな事業を行っているようである。
　ここ数年、何度か食育について視察研修をし、勉強さ
せてもらっているが、皆野町の動きは残念ながら鈍い。
本気で食育というテーマに取り組むとなると、健康福祉
課・教育委員会・産業観光課等の町サイドだけでなく、
商工会等の民間や住民からも人材を集め、横断的な組
織をつくる必要があると思う。
　有機農業の取り組みは、長い年月の積み重ねにより現
在の形ができあがったとのこと。
　そして、地域全体で取り組むことの重要性が再認識で
き、町外の消費者を交えた取り組みも大変参考になった。
　有害鳥獣対策として抱える問題は、猟友会メンバーの
高齢化と減少など皆野町と共通するところが多く、猟友
会等への援助も同等であったが、猿の対策としてサルパ
トロールを実施しているところが皆野にはない取り組み
であった。

編集後記（編集委員が輪番で書いています）
　「みなのまち議会だより」の創刊号であった平成24年
３月議会以降、第16号の発行となりました。毎回の定例
議会報告を中心にした議会だより、「開かれた議会」「町民
の負託に応えられる議会」に一役果たせたか。
　本年３月１日からは、議会だより編集委員会も「広報常
任委員会」に名称変更し、１つの常任委員会としてスター
トします。委員会としての研修会や先進地視察等で研さん
を積み、紙面の充実にも期待が寄せられます。皆さんの声
もドシドシお寄せいただき「議会だより」の充実にご協力
をお願いします！　　　　　　　　　　　　　（内海勝男）

会津美里町の議会活性化を視察


